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商
学
部
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授　

刑
部 

芳
則

大
正
時
代
か
ら
昭
和
戦
前
期
の『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』は
閲
覧
が
困
難

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』は
、大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）四
月
二
日
に
、（
現
・
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
）

の
新
社
屋（
大
阪
市
北
区
堂
島
）の
落
成
記
念
の
一
環
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
創
刊
号
の
表
紙
は
、

同
年
に
上
野
で
開
催
さ
れ
た
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
の
写
真
が
使
わ
れ
た
。
創
刊
号
は
タ
ブ
ロ

イ
ド
判
、グ
ラ
ビ
ア
四
頁
、本
文
二
四
頁
で
定
価
一
〇
銭
で
あ
っ
た
。『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』は
同

年
に
刊
行
さ
れ
た『
週
刊
朝
日
』と
並
ん
で
日
本
で
最
初
に
創
刊
さ
れ
た
総
合
週
刊
誌
の
一
つ

で
あ
る
。

大
正
時
代
か
ら
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
の
生
活
や
文
化
を
知
る
上
で
豊
富
な
情
報
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、そ
れ
ら
を
通
覧
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
戦
前
期
の『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』を
所

蔵
す
る
機
関
は
、大
学
図
書
館
を
含
め
て
二
九
館
し
か
な
く
、『
週
刊
毎
日
』と
改
題
さ
れ
た
昭
和

十
八
年（
一
九
四
三
）二
月
七
日
号
以
降
は
六
館
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
海
外
に
目
を
広
げ
る

と
、戦
前
期
の『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』は
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
、バ
ー
ク
レ
ー

大
学
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
図
書
館
な
ど
が
所
蔵
し
て
い
る
が
、昭
和
十
五
年（
一
九
四
〇
）

以
後
の
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、『
週
刊
毎
日
』と
改
題
さ
れ
て
か
ら
は
台
湾
の
中
央
研
究
所
に
限

ら
れ
る
。

し
か
し
、ど
れ
も
欠
号
が
多
く
、創
刊
号
か
ら
終
戦
の
昭
和
二
十
年（
一
九
四
五
）ま
で
を
通

覧
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
内
で
は
大
衆
娯
楽
雑
誌
と
い
う
性
質
も
あ
っ
て
、大
学
図
書
館

の
講
読
対
象
に
し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、昭
和
時
代
を
通
し
て『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』は
古

新
聞
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
で
読
み
捨
て
ら
れ
て
、ほ
と
ん
ど
原
紙
が
存
在
し
な
い
希
少
雑
誌
と

読
み
捨
て
ら
れ
た『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
貴
重
性

　

―
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
大
衆
娯
楽
誌
―

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
日
本
近
代
文
学
館
の
よ
う
に
多
数
の『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』を
所
蔵
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、刊
行
か
ら
百
年
か
ら
九
十
年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、史
料
保
存
の
観
点

か
ら
貴
重
書
扱
い
を
受
け
て
、原
紙
の
閲
覧
は
も
と
よ
り
、そ
の
複
写
を
す
る
の
に
も
大
き
な

制
限
が
か
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
仮
に
複
写
が
で
き
た
と
し
て
も
、『
サ
ン

デ
ー
毎
日
』は
縦
三
八
cm
、横
二
六
・
四
cm
と
大
判
の
た
め
、折
ら
ず
に
Ｂ
四
サ
イ
ズ
の
紙
を
保

存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、今
回
の
デ
ジ
タ
ル
版
に
よ
る『
サ
ン
デ
ー
毎

日
』の
復
刻
版
は
、貴
重
な
原
紙
を
痛
め
る
こ
と
な
く
、こ
れ
ま
で
困
難
で
あ
っ
た
通
覧
を
可
能

に
す
る
な
ど
、非
常
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
版
に
よ
る『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
復
刻
版
の
第
一
弾
で
は
、大
正
十
一
年
四
月
二
日

号
か
ら
昭
和
十
五
年
九
月
二
十
九
日
号
の
Ｂ
四
版（
グ
ラ
フ
版
）を
対
象
と
し
、Ｂ
五
版（
大
衆

文
芸
号
な
ど
）は
除
い
た
。
ま
た
第
二
弾
で
は
、Ｂ
五
版（
新
体
制
規
格
版
）に
よ
る
昭
和
十
五
年

十
月
六
日
号
か
ら
同
十
八
年
一
月
三
十
一
日
号
と
、『
週
刊
毎
日
』に
改
題
し
た
同
十
八
年
二
月

七
日
号
か
ら
同
二
十
年
十
二
月
二
十
三
日
号
ま
で
を
刊
行
す
る
。

大
衆
人
気
作
家
の
小
説

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
読
者
が
毎
週
楽
し
み
に
し
て
い
た
も
の
に
連
載
小
説
が
あ
る
。
大
正
十
一

年
に
は
芥
川
龍
之
介
、同
十
二
年（
一
九
二
三
）に
は
菊
池
寛
、里
見
弴
、田
山
花
袋
、幸
田
露
伴
、

高
浜
虚
子
、泉
鏡
花
、長
谷
川
伸
、尾
崎
士
郎
、佐
々
木
味
津
三
と
い
っ
た
作
家
の
読
み
切
り
が

確
認
で
き
る
。
大
正
十
二
年
一
月
一
日
の
新
春
特
別
号
は「
小
説
と
講
談
」と
あ
り
、こ
の
両
方

が
当
時
の
大
衆
娯
楽
の
王
座
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
連
載
小
説
と
し
て
は
、大

正
十
二
年
一
月
十
四
日
号
か
ら
始
ま
っ
た
吉
井
勇「
夜
鳥
物
語
」が
最
初
で
あ
る
。
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）五
月
二
十
五
日
号
か
ら
連
載
が
始
ま
っ
た
白
井
喬
二「
新
撰
組
」で
は
挿
絵
が
入
っ
た
。

こ
れ
以
降
、読
み
切
り
と
連
載
と
に
か
か
わ
ら
ず
、小
説
に
挿
絵
が
添
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
う
し
た
小
説
を
掲
載
す
る
こ
と
は
大
衆
を
楽
し
ま
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、そ
れ
ら
の
人
気



作
家
を
目
標
と
す
る
作
家
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
登
竜
門
が
大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）か
ら
始

ま
っ
た
大
衆
文
芸
賞
の
募
集
で
あ
る
。
第
一
回
は
角
田
喜
久
雄「
発
狂
」が
一
等
に
入
選
し
た
。

年
に
二
回
募
集
が
行
わ
れ
た
当
選
者
か
ら
は
、海
音
寺
潮
五
郎（
昭
和
四
年〔
一
九
二
九
〕第
五
回

「
う
た
か
た
草
子
」）、井
上
靖（
同
十
年〔
一
九
三
五
〕第
十
七
回「
紅
荘
の
悪
魔
た
ち
」）、藤
野
荘

三（
山
岡
荘
八
）（
同
十
三
年〔
一
九
三
八
〕第
二
十
三
回「
約
束
」）な
ど
、文
学
史
上
に
名
を
残
す

作
家
が
生
ま
れ
た
。

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
小
説
に
は
、昭
和
戦
前
期
の
人
気
作
家
が
集
結
し
て
い
る
。
昭
和
二
年

（
一
九
二
七
）か
ら
十
五
年
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
主
な
連
載
作
品
に
は
、直
木
三
十
五「
風
流
殺
法

陣
」「
益
満
休
之
助
」、長
谷
川
伸「
馬
頭
の
銭
」「
傳
法
ざ
む
ら
ひ
」、海
音
寺
潮
五
郎「
風
雲
」「
愛

憎
」「
本
朝
女
風
俗
」「
柳
沢
騒
動
」、子
母
澤
寛「
弥
太
郎
笠
」「
松
五
郎
鴉
」、吉
川
英
治「
松
の
や

露
八
」「
遊
戯
菩
薩
」、サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー「
弾
ず
む
歌
」、川
口
松
太
郎「
舞
ご
ろ
も
」「
恋
愛
戦
争
」

「
月
夜
鴉
」「
三
味
線
武
士
」「
芸
道
一
代
男
」、竹
田
敏
彦「
鉄
窓
生
活
三
十
五
年
網
走
小
僧
懺
悔

録
」、井
上
靖「
流
転
」、林
芙
美
子「
女
の
愛
情
」、横
溝
正
史「
仮
面
劇
場
」、丹
羽
文
雄「
職
業

も
つ
女
」、白
井
喬
二「
地
球
に
花
あ
り
」、大
佛
次
郎「
夕
焼
富
士
」、吉
屋
信
子「
蔦
」、尾
崎
士

郎「
雲
に
な
る
男
」な
ど
が
あ
る
。
ま
た
読
み
切
り
に
は
、横
光
利
一
、室
生
犀
星
、小
島
政
二
郎
、

宇
野
千
代
、林
不
忘
、川
端
康
成
な
ど
の
作
品
が
散
見
で
き
る
。

芥
川
龍
之
介
が
昭
和
二
年
七
月
二
十
四
日
に
死
去
す
る
た
め
、そ
の
後
に
彼
の
作
品
が『
サ
ン

デ
ー
毎
日
』に
登
場
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、彼
に
替
わ
っ
て
直
木
三
十
五
の
作
品
が
登
場

し
て
い
る
。
後
に
芥
川
賞
と
直
木
賞
の
創
設
と
な
る
二
大
作
家
が『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』に
寄
稿
し

て
い
た
こ
と
は
意
外
で
あ
る
。
彼
ら
の
文
芸
作
品
は
、現
在
で
も
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ

る
が
、『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
寄
稿
作
品
が
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

日
本
近
代
文
学
史
に
お
い
て
も
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
芸
術
作
品
に
つ
い
て
は
研
究
対
象
と
さ
れ

る
が
、当
時
人
気
の
大
衆
娯
楽
作
品
に
つ
い
て
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
大
衆
作
家
の
た

め
全
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、ま
た
全
集
が
あ
っ
て
も
娯
楽
向
け
の
た
め
に
収
録
さ

れ
て
い
な
い
作
品
が
、『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』に
は
溢
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
読
む
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
有
名
作
家
の
影
に
隠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
作
品
が
、今
回
の
復
刻
版
で
読
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き
い
。
時
代
劇
と
現
代
劇
と
が
両
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、昭

和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
文
化（
和
洋
折
衷
の
生
活
文
化
）が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

映
画
と
流
行
歌

　

映
画
は
昭
和
戦
前
期
に
大
衆
娯
楽
の
王
様
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
創

刊
号
か
ら
映
画
の
情
報
が
載
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
映
画
情
報
の
初
登
場
は
、大
正
十
五

年
三
月
十
四
日
号
の
松
竹
京
都『
大
楠
公
』を
紹
介
し
た
記
事
で
あ
る
。
洋
画
の
紹
介
記
事
は
、

昭
和
三
年（
一
九
二
八
）一
月
一
日
号
の「
映
画
見
た
ま
ゝ
」か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）に
は「
誌
上
映
画
」と「
映
画
界
噂
話
」の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
昭
和
五
年
の『
マ
ダ
ム
と
女
房
』を
境
に
し
て
サ
イ
レ
ン
ト（
無
声
映
画
）か
ら
ト
ー

キ
ー（
有
声
映
画
）へ
と
変
っ
て
い
く
が
、こ
の
転
換
点
の
年
に『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』で
映
画
の
企

画
記
事
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
昭
和
八
年（
一
九
三
三
）か
ら
は
毎

週
号
に
お
い
て
邦
画
と
洋
画
の
ス
チ
ー
ル
写
真
を
組
み
合
わ
せ
て
グ
ラ
ビ
ア
頁
を
設
け
て
い
る
。

毎
週
最
新
の
封
切
り
作
品
を
読
者
に
届
け
る
意
味
が
あ
っ
た
。

こ
れ
が
読
者
に
も
人
気
で
あ
っ
た
と
見
え
て
特
集
号
に
も
変
化
が
表
れ
る
。
新
春
、春
季
、夏

季
、秋
季
、年
末
な
ど
の
特
別
号
は「
小
説
と
講
談
」に
決
ま
っ
て
い
た
が
、そ
れ
が
昭
和
十
年

四
月
一
日
の
臨
時
増
刊『
サ
ン
デ
ー
毎
日
春
の
映
画
号
』か
ら
映
画
特
集
号
へ
と
一
新
す
る
。
邦

画
と
洋
画
の
グ
ラ
ビ
ア
を
豊
富
に
使
い
、映
画
俳
優
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

こ
の
号
で
は
作
家
の
長
谷
川
伸
、映
画
監
督
の
衣
笠
貞
之
助
、俳
優
の
林
長
二
郎（
長
谷
川
一

夫
）の「
時
代
映
画
名
ト
リ
オ
座
談
会
」を
設
け
た
。

こ
の
豪
華
な
座
談
会
は
人
気
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。
昭
和
十
一
年（
一
九
三
六
）三

月
二
十
日
の「
春
の
映
画
号
」で
は
林
長
二
郎
、田
中
絹
代
、水
谷
八
重
子
の「
日
本
映
画
を
語

り
あ
ふ
座
談
会
」、六
月
十
四
日
の「
夏
の
映
画
号
」で
は
古
川
ロ
ッ
パ
、徳
川
無
声
、榎
本
健
一

の「
映
画
無
軌
道
座
談
会
」が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
昭
和
十
三
年
四
月
十
五
日
の「
春
の
映
画



号
」で
は「
片
岡
千
恵
蔵
、市
川
右
太
衛
門
独
立
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
問
答
」と
い
う
、戦
後
に
東

映
を
二
分
す
る
存
在
と
な
っ
た
ラ
イ
バ
ル
対
談
が
実
現
し
た
。
昭
和
十
四
年（
一
九
三
九
）七
月

十
五
日
の「
夏
の
映
画
号
」で
は
、日
中
戦
争
に
出
征
し
た
松
竹
三
羽
烏
の
一
人
で
あ
る
関
口
正

三
郎「
佐
野
周
二
陣
中
日
記
」が
掲
載
さ
れ
た
。

昭
和
戦
前
期
は
大
衆
作
家
が
新
聞
や
雑
誌
に
連
載
し
、そ
れ
を
映
画
化
す
る
と
ヒ
ッ
ト
す
る

可
能
性
が
高
か
っ
た
。『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』で
も
、「
新
興
キ
ネ
マ
上
映　

映
画
小
節
募
集
」の
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
。
一
等
一
篇
二
〇
〇
〇
円
、二
等
二
篇
五
〇
〇
円
と
い
う
賞
金
が
か
け
ら

れ
て
、出
演
は
新
興
キ
ネ
マ
が
誇
る
高
田
稔
、中
野
英
治
、岡
田
時
彦
、入
江
た
か
子
、森
静
子
、

鈴
木
澄
子
の
俳
優
陣
が
予
定
さ
れ
た（
昭
和
八
年
三
月
二
十
六
日
号
）。

戦
前
に
封
切
ら
れ
た
作
品
で
現
存
す
る
も
の
は
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、映
画
の
写
真
や
内

容
に
つ
い
て
は
、現
存
し
な
い
作
品
を
確
認
す
る
上
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。『
キ
ネ
マ
旬
報
』

や『
ス
タ
ア
』と
い
っ
た
映
画
雑
誌
は
あ
っ
た
が
、『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
グ
ラ
ビ
ア
頁
や
最
新

映
画
の
記
述
は
、両
誌
と
と
も
に
貴
重
な
情
報
と
い
え
る
。
と
く
に
現
在
で
は
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
、新
興
キ
ネ
マ
や
日
活
の
作
品
が
数
多
く
散
見
さ
れ
る
の
も『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
特

徴
で
あ
る
。

昭
和
十
年
代
を
迎
え
る
と
、映
画
に
加
え
て
流
行
歌
の
情
報
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ

れ
は
大
衆
音
楽
の
な
か
で
も
義
太
夫
や
端
唄
な
ど
の
邦
楽
か
ら
、そ
れ
ら
に
洋
楽
が
入
っ
た
流

行
歌
へ
と
人
気
が
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
い

が
、東
海
林
太
郎「
無
題
徒
然
一
夕
話
」、徳
山
璉「
ト
ー
キ
ー
一
年
生
」と
題
す
る
読
み
物
も
登

場
す
る（
昭
和
九
年〔
一
九
三
四
〕十
一
月
四
日
号
）。

歌
手
の
情
報
と
し
て
は
、歌
手
を
出
身
地
別
に
紹
介
し
た
北
原
八
十「
歌
ふ
人
国
記
」（
昭
和

十
一
年
五
月
三
日
号
～
六
月
十
四
日
号
）が
詳
し
い
。
レ
コ
ー
ド
業
界
の
話
と
し
て
は
、上
月
又

雄「
火
花
を
散
ら
す
人
気
歌
手
争
奪
戦　

レ
コ
ー
ド
界
を
ス
パ
イ
す
る
」（
同
年
十
月
十
八
日
号
）

が
当
時
の
流
行
歌
界
の
一
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
内
務
省
の
流
行
歌
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、

「
非
常
時
円
盤
風
景
」（
同
十
三
年
十
月
九
日
号
）が
貴
重
な
情
報
を
教
え
て
く
れ
る
。

美
術
と
ス
ポ
ー
ツ

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』で
は
絵
画
を
載
せ
た
グ
ラ
ビ
ア
や
、芸
術
家
の
随
筆
が
散
見
さ
れ
る
。
大

正
十
一
年
六
月
十
八
日
号
で
は
伊
東
深
水「
私
か
ら
見
た
夏
の
婦
人
美
」、六
月
二
十
五
日
号
で

は
川
端
龍
子「
越
後
の
闘
牛
見
物
」が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
大
阪
毎
日
新

聞
社
主
催
で
日
本
美
術
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、大
正

十
二
年
十
月
二
十
一
日
号
と
二
十
八
日
号
で
は
、同
社
主
催
の
日
本
美
術
展
覧
会
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
。
ま
た
同
社
主
催
で
は
な
い「
軍
国
美
術
の
秋
・
二
科
展
」（
昭
和
十
三
年
九
月
十
八

日
号
）、「
秋
の
美
術
・
文
展
」（
同
十
四
年
十
月
二
十
九
日
号
）な
ど
美
術
展
覧
会
も
紹
介
し
て
お

り
、読
者
に
美
術
鑑
賞
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
。

日
本
画
家
の
座
談
会
と
し
て
は
、山
口
蓬
春
、川
端
龍
子
、小
林
古
径
の「
京
の
春
に
集
っ
た
！

東
西
画
匠
よ
も
や
ま
話
」（
昭
和
十
五
年
五
月
十
二
日
号
）が
貴
重
と
い
え
る
。
昭
和
に
な
る
と

洋
画
家
の
随
筆
も
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
東
郷
青
児「
海
と
山
の
な
い
夏
」（
昭
和
十
一
年
八
月

九
日
号
）、藤
田
嗣
治「
時
局
と
戦
争
画
」（
同
十
三
年
十
月
九
日
号
）な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
随
筆
か
ら
は
、彼
ら
が
ど
う
い
う
景
色
や
風
景
を
目
に
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
生
み
出
さ
れ
た
作
品
を
鑑
賞
す
る
上
で
、創
作
背
景
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。『
サ
ン

デ
ー
毎
日
』に
は
、そ
う
し
た
日
本
近
代
美
術
史
の
手
が
か
り
と
な
る
情
報
が
沢
山
落
ち
て
い

る
の
で
あ
る
。

ま
た
現
在
で
は
日
本
の
漫
画
は
世
界
に
誇
れ
る
美
術
的
価
値
が
あ
る
が
、そ
の
黎
明
期
の
作

品
た
ち
が『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
報
知
新
聞
』に「
ノ
ン
キ
ナ
ト
ー
サ
ン
」

を
連
載
し
て
人
気
と
な
っ
た
麻
生
豊
を
は
じ
め
、『
少
年
倶
楽
部
』に「
の
ら
く
ろ
」シ
リ
ー
ズ

を
連
載
し
た
田
河
水
泡
、『
朝
日
新
聞
』に「
フ
ク
ち
ゃ
ん
」を
長
期
連
載
し
た
横
山
隆
一
な
ど
、

漫
画
界
の
黎
明
期
を
支
え
た
書
き
手
の
単
発
作
品
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
横
山
は

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
小
説
の
挿
絵
も
複
数
手
掛
け
た
。

小
説
の
挿
絵
で
は
岩
田
専
太
郎
、伊
東
深
水
、堂
本
印
象
、林
唯
一
、宮
本
三
郎
、小
林
秀
恒

が
起
用
さ
れ
て
い
る
。
林
唯
一
と
小
林
秀
恒
は
、戦
前
の
大
衆
雑
誌
で
は
お
馴
染
み
の
挿
絵
画



家
で
あ
り
、と
く
に
現
代
劇
の
描
写
が
秀
逸
で
あ
る
。
ま
た
太
平
洋
戦
争
中
の
戦
争
画
と
し
て

注
目
さ
れ
る
宮
本
の
作
品
を
多
く
見
ら
れ
る
の
も
魅
力
の
一
つ
と
い
え
る
。
挿
絵
で
一
番
多
い

の
は
岩
田
で
あ
り
、彼
は『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
表
紙
の
女
性
像
も
複
数
描
い
て
い
る
。
他
に
有

名
な
画
家
と
し
て
は
鏑
木
清
方「
牡
丹
燈
籠
の
お
露
」を
表
紙
に
し
た
も
の
が
あ
る（『
秋
季
特

別
号
小
説
と
講
談　

怪
談
号
』昭
和
三
年
十
月
一
日
）。

『
主
婦
之
友
』の
表
紙
が
有
名
画
家
の
女
性
像
で
飾
っ
た
の
に
対
し
、『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
表

紙
は
創
刊
号
か
ら
写
真
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
は
む
し
ろ
紙
面
の
大
き
さ
も
同
じ
朝
日
新
聞

社
の『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』へ
の
対
抗
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
が
昭
和
八
年
一
月
号
か
ら
書

き
手
は
不
明
だ
が
、映
画
女
優
な
ど
を
写
真
の
よ
う
に
描
い
た
女
性
像
へ
と
変
化
し
た
。
そ
う

し
た
な
か
で
岩
田
の
よ
う
な
画
家
を
起
用
し
て
表
紙
を
書
か
せ
る
号
は
少
な
か
っ
た
。『
サ
ン

デ
ー
毎
日
』の
読
者
に
絵
画
の
魅
力
を
伝
え
た
の
は
、小
説
の
挿
絵
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
過
言

で
は
な
い
。

室
内
で
の
美
術
鑑
賞
と
は
対
照
的
に
屋
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。
大

正
十
二
年
八
月
五
日
号
で「
日
本
で
最
初
の
女
学
生
の
野
球
競
技
」を
紹
介
し
、十
二
月
九
日
号

の
表
紙
に「
ヴ
ァ
ー
レ
ー
ボ
ー
ル
戦　

大
手
前
女
学
校
に
お
け
る
第
一
回
大
会
の
日
」を
使
う

な
ど
、高
等
女
学
校
の
生
徒
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
が
普
及
し
て
き
た
こ
と
を
伝
え
た
。
ま
た

十
二
月
十
六
日
号
で
は
吉
田
興
山「
早
慶
戦
復
活
の
可
否
」を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、こ
れ
以
降

大
学
野
球
で
あ
る
早
慶
戦
の
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

大
阪
毎
日
新
聞
社
主
催
で
全
国
選
抜
中
等
野
球
大
会
が
行
わ
る
よ
う
に
な
る
と
、毎
年
そ
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
な
か
で
も
野
球
は
人
気
が
あ
っ
た
と
見
え
て
、「
選
抜
野
球

座
談
会
」（
昭
和
十
年
三
月
二
十
四
日
号
）、「
東
京
六
大
学
野
球
リ
ー
グ
戦
」（
同
年
四
月
二
十
一

日
号
）、「
職
業
野
球
を
語
る
」（
同
十
一
年
三
月
一
日
号
）、「
都
市
対
抗
野
球
観
戦
記
」（
同
年
八

月
二
十
三
日
号
）な
ど
、野
球
の
記
事
は
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

野
球
と
並
ん
で
人
気
で
あ
っ
た
の
が
相
撲
で
あ
る
。「
大
相
撲
夏
場
所
の
ぞ
記
」（
昭
和
十
一

年
五
月
三
十
一
日
号
）、鈴
木
彦
次
郎「
花
形
力
士
評
判
記
」（
同
十
二
年〔
一
九
三
七
〕一
月
十
七

日
号
）、徳
永
直「
東
京
大
相
撲
春
場
所
ス
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」で
は
、双
葉
山
な
ど
力
士
の
情
報
を

報
じ
て
い
る
。こ
の
他
に
も
、高
橋
謙
之「
今
秋
の
呼
馬
は
？
競
馬
界
の
展
望
」（
昭
和
十
一
年
十

月
四
日
号
）、芦
田
万
寿
夫「
ス
ケ
ー
ト
」（
同
十
二
年
一
月
三
日
・
十
日
号
）、竹
節
作
太「
こ
と
し

の
ス
キ
ー
界
展
望
」（
同
十
四
年
一
月
一
日
・
八
日
号
）、「
東
西
対
抗
ラ
グ
ビ
ー
戦
」（
同
年
一
月

二
十
二
日
号
）の
よ
う
に
、各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
話
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
界
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
談
話
も
見
逃
せ
な
い
。
人
見
絹
枝「
私
の
日
課
」（
大
正
十
五
年

九
月
十
二
日
号
）と
、「
水
の
ヒ
ロ
イ
ン
前
畑
秀
子
嬢
」（
昭
和
十
一
年
三
月
八
日
号
）は
、当
時
の

女
学
生
た
ち
に
人
気
で
あ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト
の
話
題
を
紹
介
す
る
。
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
結
婚
相
手
は
、読
者
の
羨
望
で
あ
っ
た
。そ
の
た
め
、昭
和
十
年
一
月
か
ら
四
月
ま
で

「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
恋
愛
名
鑑
」を
十
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
結
婚

に
至
る
恋
愛
秘
話
を
紹
介
す
る
。
こ
の
よ
う
に
丹
念
に
読
み
拾
っ
て
い
く
と
、新
聞
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
い
戦
前
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
生
活
文
化

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』を
通
覧
し
て
み
る
と
、昭
和
戦
前
期
の
昭
和
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
よ
く
わ
か
る
。

紙
面
の
斬
新
な
企
画
と
し
て
注
目
で
き
る
の
が
、ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
存
在
で
あ
る
。
大

正
十
四
年（
一
九
二
五
）三
月
一
日
号
で「
嵌
め
字
」と
し
て
例
題
と
解
き
方
を
示
し
、三
月
八
日

号
か
ら「
ク
ロ
ス
・
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル
」を
連
載
し
た
。
こ
れ
が
日
本
初
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

と
言
わ
れ
て
い
る
。

女
性
の
購
読
者
を
意
識
し
て
か
、髪
型
、パ
ラ
ソ
ス
、シ
ョ
ー
ル
、ネ
ク
タ
イ
、背
広
、靴
、オ
ー

バ
ー
、流
行
色
、七
五
三
用
の
子
供
洋
服
な
ど
、百
貨
店
の
広
告
誌
を
飾
る
よ
う
な
写
真
と
と
も

に
、流
行
の
最
先
端
を
伝
え
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
昭
和
四
年
三
月
三
日
号
の「
大
阪
三
越

マ
ン
ス
リ
ー
」で
は
、履
物
、ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、シ
ョ
ー
ル
、紳
士
用
の
帽
子
や
ネ
ク
タ
イ
を
グ

ラ
ビ
ア
で
紹
介
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
事
を
目
に
し
て
買
い
物
に
行
く
婦
人
客
に
対
し
て
は
、

地
引
清
助「
デ
パ
ー
ト
内
の
礼
儀
作
法
」（
昭
和
八
年
三
月
二
十
一
日
号
）で
、マ
ナ
ー
を
伝
え
る

こ
と
も
忘
れ
な
か
っ
た
。



女
性
の
髪
型
に
つ
い
て
は
、大
正
十
三
年
十
月
二
十
六
日
号
で「
東
京
で
今
流
行
の
髪
は
髷
な

し
・
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
」と
紹
介
し
た
が
、翌
十
四
年
五
月
十
七
日
号
で
は「
近
頃
流
行
の
束
髪
の

結
ひ
方
」で
奥
様
向
き
の
銀
座
巻
と
令
嬢
向
き
の
清
月
巻
を
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、す
ぐ
に

髷
は
な
く
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、昭
和
十
年
代
を
迎
え
る
と
、髷
の
な
い
洋
髪
の
記
事
が
目

立
つ
よ
う
に
な
る
。
メ
イ
・
牛
山「
美
容
室
ナ
ン
セ
ン
ス
」で
は
、美
容
室
の
奇
談
を
紹
介
す
る

（
昭
和
九
年
四
月
一
日
号
）。
昭
和
十
一
年
に
宇
野
千
代
が
編
集
長
と
な
っ
て
創
刊
し
た『
ス
タ

イ
ル
』で
は
美
容
室
の
宣
伝
広
告
が
散
見
さ
れ
る
が
、若
い
女
性
の
間
で
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
は
人

気
と
な
っ
た
。『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』で
も
日
本
髪
だ
け
で
は
な
く
洋
髪
の
紹
介
が
増
え
て
く
る
。

し
か
し
、女
性
か
ら
和
服
の
人
気
は
衰
え
な
か
っ
た
た
め
、「
婦
人
の
防
寒
コ
ー
ト　

絹
物
が

流
行
で
」と
い
う
見
出
し
記
事
で
は
、二
名
の
和
服
の
コ
ー
ト
姿
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
る（
昭

和
九
年
十
二
月
二
日
号
）。
女
性
の
洋
服
は
未
成
年
者
か
ら
普
及
し
た
が
、「
家
庭
ペ
ー
ジ　

娘

さ
ん
の
洋
服
」（
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
二
日
～
六
月
十
九
日
号
）で
は
、当
時
人
気
で
あ
っ
た

セ
ー
ラ
ー
服
の
仕
立
て
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
母
親
の
和
装
と
娘
の
洋
装
と
、親
子
で
好
み

が
分
か
れ
て
い
る
点
が
面
白
い
。

昭
和
十
年
前
後
頃
に
は
流
線
型
が
流
行
し
た
が
、中
正
夫「
時
代
の
寵
児　

流
線
型
」は
そ
の

点
に
つ
い
て
解
説
す
る（
昭
和
九
年
十
二
月
二
日
号
）。
藤
田
耕「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
礼
讃
」（
同
十
一

年
三
月
十
五
日
号
）や
宮
地
嘉
六「
自
転
車
礼
讃
」（
同
十
二
年
七
月
十
八
日
号
）か
ら
は
、若
年

層
を
中
心
に
自
転
車
が
普
及
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
釣
り
や
金
魚
の
鑑
賞
は
古
く
か

ら
あ
る
が
、「
釣
之
話
」（
大
正
十
四
年
七
月
五
日
号
）や「
水
中
の
お
し
ゃ
れ
―
ら
ん
ち
ゅ
う
を

飼
ふ
」（
昭
和
十
二
年
六
月
二
十
七
日
号
）な
ど
、根
強
い
人
気
が
あ
っ
た
と
見
え
て
、し
ば
し
ば

記
事
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

大
正
時
代
に
は
観
光
雑
誌『
ツ
ー
リ
ス
ト
』や『
旅
』が
刊
行
さ
れ
た
よ
う
に
、新
婚
旅
行
や
修

学
旅
行
な
ど
、国
内
旅
行
が
娯
楽
要
素
の
一
つ
と
な
っ
た
。
し
か
し
、一
般
庶
民
に
と
っ
て
高
額

費
用
を
要
す
る
長
旅
は
高
値
の
花
で
あ
り
、雑
誌
の
グ
ラ
ビ
ア
で
目
の
保
養
に
し
た
者
も
少
な

く
な
か
っ
た
。『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』は
、そ
う
し
た
読
者
の
希
望
に
応
え
る
役
割
も
は
た
し
て
い

た
。
観
光
名
所
と
し
て
人
気
で
あ
っ
た
伊
豆
大
島
に
つ
い
て
は
、「
東
京
文
化
学
院
生
徒
の
伊
豆

の
旅　

三
原
山
を
超
え
て
」と
題
し
て
紹
介
し
た（
昭
和
八
年
六
月
十
八
日
号
）。
北
海
道
に
つ

い
て
は
岡
崎
茂
治「
南
十
勝
海
岸
の
大
景
観
」が
、北
の
大
地
の
魅
力
を
読
者
に
披
露
し
て
い
る

（
同
年
八
月
六
日
号
）。
ま
た「
吉
野
群
山
を
語
る
」と
い
う
座
談
会
も
行
わ
れ
た（
昭
和
十
年
六

月
二
十
三
日
号
）。
こ
の
他
に
も「
隠
れ
た
名
勝
・
知
ら
れ
ぬ
山
水
」を
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い

る
が
、そ
れ
ら
は『
ツ
ー
リ
ス
ト
』や『
旅
』の
要
素
と
重
な
る
。

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
に
日
中
戦
争
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
繁
華
街
の
風
俗
に
つ
い
て
も
参
考

に
な
る
記
事
は
少
な
く
な
い
。
戦
時
下
で
は
コ
ー
ヒ
ー
の
代
用
品
が
主
流
と
な
る
が
、「
喫
茶
店

繁
盛
時
代
」（
昭
和
十
三
年
一
月
二
十
三
日
号
）で
は
、ま
だ
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
余
裕
が
あ
っ

た
こ
と
が
伺
え
る
。
阿
部
真
之
助「
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
ウ
ェ
ー
ヴ
禁
止
」（
同
十
四
年
七
月
九
日

号
）は
、敵
視
さ
れ
る
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
市
川
房
枝「
都
会
人
は

自
粛
自
戒
し
て
い
る
か
？
余
り
に
無
反
省
な
持
物
の
消
費
態
度
」（
同
十
四
年
八
月
六
日
号
）は
、

戦
時
下
と
い
う
非
常
時
の
意
識
に
欠
け
る
消
費
者
態
度
を
警
告
し
て
い
る
。
昭
和
十
五
年
十
一

月
一
日
に
男
性
の
服
装
を
統
一
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
国
民
服
に
つ
い
て
は
、法
制
化
さ
れ

る
前
に「
男
子
服
の
統
一　

国
防
力
充
実
を
目
指
し
国
民
服
の
誕
生
」（
同
十
五
年
二
月
十
八
日

号
）で
紹
介
し
た
。
徐
々
に
生
活
内
容
に
戦
時
色
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』の
娯
楽
性
を
重
視
し
た
紙
面
構
成
は
、昭
和
十
五
年
十
月
六
日
号
で
縦

二
五
・
八
cm
、横
一
八
・
三
cm
の
Ｂ
五
版（
新
体
制
規
格
版
）へ
と
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
る
の
と
と

も
に
一
変
す
る
。
こ
れ
よ
り
少
し
前
の
八
月
二
十
五
日
号
の
表
紙
画
を
女
優
の
原
節
子
が
飾
っ

た
の
を
最
後
に
女
性
像
は
消
え
、九
月
一
日
号
は
モ
ン
ペ
姿
の
防
空
演
習
、九
月
十
五
日
号
は

敵
前
上
陸
な
ど
、表
紙
も
時
局
に
合
わ
し
た
絵
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
同
年
十

月
十
二
日
に
大
政
翼
賛
会
が
発
足
し
て
新
体
制
運
動
が
展
開
さ
れ
る
と
、国
策
を
重
視
し
た
内

容
が
色
濃
く
な
る
。
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
日
号
で
は「
自
粛
す
る
音
盤
界　

新
体
制
下
の
レ

コ
ー
ド
！
」、十
一
月
十
七
日
号
で
は「
新
体
制
で
楽
に
な
る
婦
人
の
結
婚
の
支
度
」な
ど
、新
体

制
を
掲
げ
た
記
事
で
溢
れ
る
。

そ
し
て
昭
和
十
六
年（
一
九
四
一
）十
二
月
八
日
に
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、徐
々
に
戦
局
が

悪
く
な
っ
て
き
た
同
十
八
年
二
月
七
日
号
か
ら『
週
刊
毎
日
』へ
と
改
題
し
た
。こ
れ
は
出
版
社



側
が『
サ
ン
デ
ー
』と
い
う
敵
性
語
の
使
用
を
続
け
る
こ
と
が
苦
し
く
な
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
戦
争
に
勝
ち
抜
く
た
め「
月
月
火
水
木
金
金
」で
あ
り
、『
日
曜
毎
日
』と
い
う
訳
に
は

い
か
な
か
っ
た
。


